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株式会社エスパックは段ボール箱の製造・販売，包装設
計， 各種包装資材の販売を行うパッケージメーカーです

経営理念

１．経営理念・環境経営方針

Ｓｐｉｒｉｔ＝姿勢
私たちはGOODパッケージングづくりの精神を敬承し、
伝統と革新をSPARKさせてエスパックの限界を超えて行きます

代表取締役社長 佐藤健太郎

Ｓａｔｉｓｆａｃｔｉｏｎ＝満足実現
私たちはGOODパッケージングをつくる者として器量を深め、
夢を描き、自分の幸せをSPARKさせることを誓います

Ｓｅｒｖｉｃｅ＝本質的価値
私たちはGOODパッケージングを通して開ける喜びを社会に贈り、
人々の心を明るくSPARKさせます



環 境 経 営 方 針

エスパックは，ダンボール包装資材の「包む」「守る」という基本機能に「装う」
「伝える」といった情報発信機能に加え，人と人のコミュニケーションを演出し，より
豊かな暮らしのお役に立ちたいと願っています。
ダンボールはリサイクルの優等生といわれるとおり，古紙を主原料とし再生可能な地

球環境にも優しい包装材です。この美しい地球環境を守りながら「人に優しい，地球に
やさしい，包装にやさしい」をモットーとして，きめ細やかなサービスで地域社会の発
展に貢献していきます。

１.事業活動に伴う二酸化炭素排出量を削減します。

２.事業活動に伴う廃棄物の排出量を削減し，再資源化を推進します。

３.水使用量の削減に向けた取組を推進します。

４.環境関連法規等を遵守します。

５.安全・安心な職場環境の形成を目指すとともに作業効率の向上ならびに不良率の削減
に向けた取り組みを推進します。

６.SDGs(持続可能な開発目標)を意識しつつ，環境問題を幅広く捉えて行動していきます。

この方針を全社員に周知徹底し，環境に関する意識の向上を図るとともに行動指針を具体
化するための環境経営目標と活動計画を設定し，定期的な見直しと環境経営システムの継
続的改善を図っていきます。

2 0 2 2 年１０月１日

株式会社 エ ス パ ッ ク

代表取締役社長 佐藤 健太郎

基本理念

行動指針
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段ボールはリサイクルの優等生
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シートを１枚ずつ
機械に供給。

束ごとに結束し，
排出する。

シートに罫線を入れ，溝切りを行う。
抜き型で手掛け穴やＨカット等を加工。

印版にインキを供給，
シートに印刷。

枚数を数え，束にする。 矯正し，接着。
接着剤を塗布し，ベルトにて，
シートを徐々に折り曲げる。

（全国ダンボール工業組合連合会ＨＰより）

試作品制作企画設計

段ボール製品が出来るまで

本生産

販促用
ディスプレイも
作ってます！
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２．組織の概要

２－１．事業所名及び代表者氏名

■ 株式会社 エスパック ■ 代表取締役社長 佐藤 健太郎

２－２．所在地

■ 〒999-3103 山形県上山市金谷798-2

２－３．環境管理責任者及び担当者連絡先

■ 環境管理責任者：中川 岳人（管理部係長）

■ 連絡担当者：中川 岳人 / 横沢 翔

■ 連絡先：TEL023-673-1155 FAX023-673-1811

■ Email：info@spack.co.jp

■ ホームページ：https://www.spack.co.jp/

２－４．設立年月日

■ 創業：1922年 ■ 設立：1988年（昭和63年）1月

２－５．資本金

■ ３，３００万円

２－６．事業活動の内容と対象サイト（認証・登録範囲）

■ 事業活動の内容：段ボール箱の製造・販売，包装設計，パッケージデザイン，
                各種包装資材の販売

■ 対象サイト：本社・工場（その他の事業所はありません）

全組織・全活動を対象としています。

２－７．事業所の規模

単位
2020年度

（2020.10～2021.9）
2021年度

（2021.10～2022.9）
2022年度

（2022.10～2023.9）

活動規模：売上高 千円 910,399 932,369 1,056,886,000

従業員数 人 30 28 28

床面積 ｍ2 1,593

原料投入量 ｍ2 7,575,000 7,286,000 7,360,000

生産量 ｍ2 7,639,000 7,396,000 7,526,000

※売上高は，当社会計年度（10月～翌年9月）に合わせて集計。また，従業員数は各年度10月1日時点での在籍人数。

※原料投入量ならびに生産量は段ボールの面積（ｍ２）で集計している。
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段ボール製簡易ベッド
も作ってます！



２－８．環境マネジメントシステム実施体制

３．環境経営目標とその実績

３－１．環境負荷の現状（202２年度環境負荷自己チェック結果より）

※電力使用に係る二酸化炭素排出係数については、リコージャパン(株)（2018年調整後：0.477）を用いて集計

しています。

■ 二酸化炭素排出量

１）当社における2022年度（2022.10～2023.9）のCO2排出量は、合計271 t- CO2となっており、

昨年度に比して、5.7ｔ（2.1％）増加しました。この量は、平均的な一般家庭約72軒分の出

量に相当します。

※ 2021年度1世帯あたりの平均年間排出量は3.732t- CO2 （出典：温室効果ガスインベントリオフィス）

２）当社から排出されるCO2の68.6％は電力の消費に伴うもので185t- CO2 、

残り31.4％は化石燃料の使用に伴うもので、85t- CO2となっています。

化石燃料の内訳は、ガソリンが10.0％（27ｔ- CO2 ）、軽油が11.0%

（29ｔ- CO2 ）、灯油が10.4％（28ｔ- CO2 ）などとなっていました。

３）電力は固定式フレキソフォルダグルア（アイビス：自動製造機）の

他、印刷機、カッター、接着機、平抜機、裁断機、ステッチャー

などの稼働によるものが大部分を占めると思われます。そのほか、

照明、空調機器などでも電力を消費します。また、灯油は冬期間の

暖房用、ガソリン、軽油は、業務用車両の運行に伴い消費します。

４）月別のCO2発生量は12月～2月の冬期間（降雪期）に多く

なっています。これは、暖房用の灯油の消費量が増加する

ためです。電気使用量は、極端な季節的な変動は認められ

ません。ガソリン・軽油についても、月による変動はそれ

ほど大きくありません。

５）以上のことから、生産効率の向上による電力使用量の削減

の他、特に冬期間の暖房に伴う環境負荷の削減などが重点

課題となります。
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代表者

佐藤 健太郎

環境管理責任者

中川 岳人

環境事務局

横澤 翔 / 中川 岳人 EA21推進委員会 ★・・・部門責任者

営 業 部 製 造 部 管 理 部 委 員 会

★ 大場 貴之 ★ 鈴木 充 ★ 佐々木 信介 美化委員会



■ 廃棄物排出量

■ 総排水量（水使用量）

■ 化学物質購入量

2022年度（2022.10～2023.9）の希硫酸の購入量は375kg、消石灰の購入量は320kgとなっていまし

た。希硫酸と消石灰は排水処理に使用します。PRTR対象化学物質の使用はありません。

３－２．環境目標（単年度・中期）と達成状況

環境経営方針との整合性を図りながら、環境への負荷の自己チェック結果を踏まえ、５項目（二

酸化炭素、廃棄物、水、製品・サービス関連、地域貢献活動対応項目）について、環境経営目標

（単年度目標＆3年間の中期目標）とその達成に向けた環境経営計画を策定し、取組を行いまし

た。達成状況は次のとおりです。
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考える－これが私たちの原点です。

包装は，よく人間にとっての衣服に例えられます。例えば
「旅に出よう」とする時，時節・日数・旅先の土地柄・気侯
又利用する交通機関や経路等が重要な判断基準となります。

•新製品を出す場合
•これまでの包装を見直す場合
•今までと違った輸送手段を使う場合
•新しく輸出しようとする場合

等々，大切な商品が厳しい流通環境を乗り越え，無事，目的
地に届くことは勿論，旅先で十分な自己主張をしつつ喜んで
迎えられたいーこれが包装の目的です。

2022年度（2022.10～2023.9）の上水の使用量は846㎥（ドラム缶4,230本）で、昨年度より292㎥

増加しました。地下水等の利用はないことから、上水使用量と総排水量は等しくなります。トイ

レ等の排水は、浄化槽で処理した後、公共用水域に放流しています。印刷工程で使用する以外は、

ほとんどを生活用水として使用しています。

１)一般廃棄物
2022年度（2022.10～2023.9）の排出実績は2,501kgとなっていました。内訳は、可燃ごみが
899kg、不燃ごみが727kg、資源ごみが876kgとなっていました。

２)産業廃棄物
2022年度（2022.10～2023.9）の排出実績は7,518kgとなっていました。

  内訳は廃プラスチック類（インクカス等）が1,280kg、汚泥が6,238kgとなっていました。
前者は全量埋立、後者は焼却処理しています。



■ 総二酸化炭素排出量

【2022年度目標】(10月～9月)   2021年度比2％削減
【中期目標（2022～2024)】   2021年度比4％削減

■2021年度実績（10月～9月）：264,715 kg-CO2 ■2022年度目標（10月～9月）：259,421 kg-CO2

■2022年度実績（10月～9月）：270,506 kg-CO2    ■増減量：5,791 kg-CO2 ■増減率：2.2 ％

＜判定＞ 目標未達

＜コメント＞ 多能工化による生産性の低下、機械不調、物流2024年問題対応の為、配送ルートの見直し、

土曜、祝日の休日出勤、外注先の火災による生産負荷の増加などが挙げられる。

※二酸化炭素排出係数（2018年度調整後）⇒リコージャパン(株)：0.477（メニューC：残差）

■ 電力使用量

【2022年度目標】(10月～9月）2021年度比2%削減
【中期目標(2022～2024)】    2021年度比4％削減

■2021年度実績（10月～9月）：374,172 kWh ■2022年度目標（10月～9月）：366,689 kWh

■2022年度実績（10月～9月）：388,831 kWh    ■増減量：14,659 kWh    ■増減率：3.9 ％

＜判定＞ 目標未達

＜コメント＞ 残業時間の増加に伴い、機械稼働時間が延び、電力使用量が増加する結果となった。生産性

向上を図り、使用量の削減に努める。
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■ ガソリン使用量

【2022年度目標】(10月～9月）2021年度比2％削減
【中期目標(2022～2024）】  2021年度比4％削減

■2021年度実績（10月～9月）：12,310 ℓ ■2022年度目標（10月～9月）：12,063 ℓ

■2022年度実績（10月～9月）：11,627 ℓ ■増減量：-683 ℓ ■増減率：-5.5 ％

＜判定＞ 目標達成

＜コメント＞ コロナ禍における営業活動は、非対面営業が中心となった。その結果、車輛の使用頻度は

大きく下がり、結果的にガソリンの使用量は減少している。

■ 軽油使用量

【2022年度目標】(10月～9月) 2021年度比2％削減
【中期目標(2022～2024)】  2021年度比4％削減
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■2021年度実績（10月～9月）：10,906 ℓ ■2022年度目標（10月～9月）：10,688 ℓ

■2022年度実績（10月～9月）：11,498 ℓ     ■増減量：592 ℓ ■増減率：5.1 ％

＜判定＞ 目標未達

＜コメント＞ 2024年問題の対応として、外注運送会社の拘束時間削減対応の影響が自社便に大きく反映

する一年となった。ルート変更により走行距離が延び、軽油使用量は前年より5％増加する結果となった。

■ 車両燃費

【2022年度目標】(10月～9月)  2021年度比2％向上
【中期目標（2022～2023）】  2021年度比4％向上

ガソリン車5台を対象に燃費を把握した結果は、

18.9 km/Lでした。

目標達成！



■ 灯油使用量

【2022年度目標】(10月～9月) 2022年度比2％削減
【中期目標(2022～2024)】 2021年度比4％削減

■2021年度実績（10月～9月）：11,778 ℓ     ■2022年度目標（10月～9月）：11,542 ℓ

■2022年度実績（10月～9月）：11,316 ℓ ■増減量：-462 ℓ ■増減率：-3.9 ％

＜判定＞ 目標達成

＜コメント＞ 残業時間が倍近く増えたにも関わらず、年間通して削減出来たので良かった。

年々価格が高騰しているので、毎年削減できるよう努力が必要。

■ 一般廃棄物排出量

【2022年度目標】(10月～9月)  2022年度比2％削減
【中期目標（2022～2024）】 2021年度比4％削減
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目標達成！

■2021年度実績（10月～9月）：2,541 kg      ■2022年度目標（10月～9月）：2,490 kg

■2022年度実績（10月～9月）：2,501 kg ■増減量：-39 kg ■増減率：-1.6 ％

＜判定＞ 目標未達

＜コメント＞ 目標未達ではあるが、出荷量の増加を考えると昨年より削減でき

良い結果となった。



■ 産業廃棄物排出量

【2022年度目標】(10月～9月)   2021年度比2％削減
【中期目標（2022～2024）】 2021年度比4％削減

■2021年度実績（10月～9月）：7,979 kg ■2022年度目標（10月～9月）：7,819 kg

■2022年度実績（10月～9月）：7,518 kg ■増減量：-461 kg ■増減率：-5.8 ％

＜判定＞ 目標達成

＜コメント＞ 印版・木型・スラッジケーキ・インクの空容器等の定期的に排出される廃棄物は、生産量

により変化するのでバラつきがある。今期からドラム缶が月に2缶廃棄物として排出される為、排出量の増

加が考えられる。

■ 水使用量

■2021年度実績（10月～9月）：554 m3 ■2022年度目標（10月～9月）：543 m3

■2022年度実績（10月～9月）：846 m3 ■増減量：292 m3 ■増減率：52.7 ％

＜判定＞ 目標未達

＜コメント＞ 印版洗浄機の劣化による漏水が原因と思われる。修繕し経過を注視する。
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目標達成！

【2022年度目標】(10月～9月)  2021年度比2％削減
【中期目標（2022～2024）】 2021年度比4％削減



■ 残業時間
（製品・サービス関連目標）

【2022年度目標】(10月～9月） 2021年度比15％削減
【中期目標(2022～2024)】 2021年度比27％削減

＜営業部＞

＜管理部＞

■2021年度実績（10月～9月）：2,268 h  ■2022年度目標（10月～9月）：1,927 h

■2022年度実績（10月～9月）：2,036 h  ■増減量：-232  h ■増減率：-10.2 ％

【コメント】全体的には、他部門からの応援もあり配達における業務協力を図れたことは評価できた。

一方で、原材料の値上げによる対応や外注先様の火災による生産移管の対応が、残業時間をのばす要因
となってしまった。予測できない事態での対応なので仕方がないが、時間を意識した行動ができた1年
と総括する。2023年度は増員の予定がある為、経過を注視しつつ、目標値を10％削減に変更する。

■2021年度実績（10月～9月）：2,159 h ■2022年度目標（10月～9月）：1,835 h

■2022年度実績（10月～9月）：2,834 h  ■増減量：675  h     ■増減率：31.3 ％

【コメント】物量の伸びは前年比2％だったが、各機械平均ロットが少なくなりセット替えが多く製造
部の残業に物流課が引っ張られる形になった。その要因として外注先の火災があり極小ロットが増加し
たことが上げられる。また2024年問題への対応の為、時差出勤や土曜・祝日の休日出勤を余儀なくされ
ていることも大きく影響している。これらを踏まえて2023年度は問題を解決し残業時間の削減に取り組
んでいく。
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１）「NPO環境ネットやまがた」主催行事等への協力

２）会社周辺の清掃活動（草取り・ごみ拾い等）

【2022年度目標】年2回以上 【中期目標（2022～2024）】年2回以上

■ 地域貢献活動関連

１）山形県地球温暖化対策推進事業所登録制度に登録されました。

２）毎年２回定期（春秋）に会社周辺の清掃活動などを実施する計画です。

３－３．次年度の環境経営目標

2023年度（2023年10月～2024年9月）の環境経営目標については、2022年度の取組みを継続して
いきますが，原単位あたりでの環境目標の設定を模索していきたいと考えています。
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＜製造部＞

■2021年度実績（10月～9月）：2,544 h ■2022年度目標（10月～9月）：2,162 h

■2022年度実績（10月～9月）：4,268 h  ■増減量：1,743 h ■増減率：68.5 ％

【コメント】多能工化による生産性の低下、機械トラブルによる休転、外注先の火災による生産負荷の増
加が今年度の残業時間増加に繋がった。



おおよそ計画通り取り組むことができました。是正処置対象となった項目には費用対効果が悪く実施できなかっ

たものや、協力工場のトラブルにより組めなかった項目がありました。その他の項目については計画通りに進め

られました。

４－２．次年度以降の取組内容

基本的に2022年度の取組を継続強化していくこととしますが、エアコン導入を検討している為、電力
使用量の増加が懸念されます。如何に使用量を抑えるかを専門家のアドバイスを受けながら，有効な
取組みを模索していきます。

14

４．環境経営計画の取組結果並びに次年度の取組内容

４－１．２０２２年度環境経営計画と取組結果

＜評価判定の目安＞
　○…実施済。80%以上の社員が取組んでいる。80点以上の満足度である。
　△…一部未実施。50～80%の社員が取組んでいる。50～80点ぐらいの満足度である。
　×…未実施。50%未満の社員しか取組んでいない。50点未満の満足度である。（是正処置の対象）



環境面での訴訟，行政処分等は，創業以来，一度もありません。

５－２．訴訟等の有無

５－３．外部からの苦情

苦情はありませんでした。
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2022年10月1日付で遵守状況を確認した結果は，下記のとおりでした。

■廃棄物処理法

保管基準，委託基準，マニフェスト管理，実績報告等の遵守状況に問題はありませんでした。

※2022年度のマニフェスト発行実績報告については，2022年6月5日に提出しました。

■騒音規制法・振動規制法

用途地域が工業専用地域に該当しており，規制対象地域外となっていますが，自主的に定めた

敷地境界における騒音基準値（65dB）を遵守しています。

■浄化槽法

保守点検ならびに定期清掃，水質検査（法11条）の実施について問題はありませんでした。

■消防法（上山市火災予防条例）

工場北側の灯油タンクについて，移設が完了し少量危険物貯蔵所の設置届出も完了しています。

■毒劇物取締法

紛失防止措置等の要求事項に問題はありませんでした。事故等の発生もありません。

■フロン排出抑制法

エアコン，コンプレッサー等フロン使用機器類の簡易点検実施等の要求事項について問題は

ありませんでした。

■自動車リサイクル法・家電リサイクル法

家電リサイクル法に関しては，該当する案件はありませんでした。

５．環境関連法規等の遵守状況，訴訟等の有無

５－１．該当する環境関連法規等とその遵守状況

ＰＲディスプレイ



段ボールでこんなオブジェも作れます！

全体的な成果としてはまだまだ質を高めなければならないが、事務局の努力により取り組みの

開始段階から比べて有効に機能している箇所も多々ある。例えば廃棄物の減少などは全社的に意

識向上を感じており数値的な成果が出ているので有効と言える。今後もっと目に見える成果を出

して環境企業価値の向上を目指す。そのために社内でエコアクション２１に関わる人材や具体的

な取り組み事例を増やし、環境への取り組みをしている企業であることを自社内で周知していく

ことが必須。

代表取締役社長 佐 藤  健太郎

■環境経営方針：変更の必要はない

■環境経営目標：残業時間削減目標を15％から10％に変更

■環境経営計画：変更の必要はない

■その他（環境経営システム全般）：変更の必要はない

６．代表者による見直しの結果（経営者のコメント）

＜EA21環境経営システム変更の必要性と主な変更内容＞

16

イベント用のフォトスポット



この環境経営レポートは，ご希望の方に差し上げています。

ご希望の方は，弊社窓口でお申し出いただくか，下記宛ご連絡下さい。

当社ＨＰ（https://spack.co.jp）

エコアクション２１中央事務局ＨＰ（http://www.ea21.jp）

〒999-3103 山形県上山市金谷798-2

株式会社 エ ス パ ッ ク

TEL023-673-1155 FAX023-673-1811

～健康経営への取り組み～

社員の健康増進に積極的に取り組むことで、社員が健康で
生き生きと働ける職場環境を作り、結果生産性を向上させ、
企業の発展を目指します。

https://spack.co.jp/
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